
 

 

 
新設コンクリート構造物の品質保証技術 

 

■ 概 要 

近年の配筋の高密度化などの背景から、コンクリート構造物の品質低下、

例えばジャンカやコールドジョイントなどの発生が多く見られます。コンクリ

ートは打設されてしまうと、外観から欠陥の有無を判定するのは困難であり、

品質を保証するための技術が必要とされます。構造物の目的に従い、施工

の各段階においてそれぞれの品質を確認することが不可欠といえます。 

初期欠陥によるジャンカコンクリート構造物に要求される品質を経済的かつ合理的に管理するた

めの項目および具体的な現場での管理方法のコンセプトを提示しました。

管理に用いる検査手法は①赤外線サーモグラフィー法②マイクロフォン計

測による打音法③超音波トモグラフィー法④背面水圧コア削孔で、これら

の各技術の組み合わせにより精度向上を図るものです。 

 
塩害による鉄筋腐食 ■ 用 途 

・ライフサイクルコストを考慮した施工計画（環境劣化予測） 
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構 造 物 の 劣 化 予 測 

・瑕疵を出さないためのコンクリート打設支援システム 

・非破壊検査による品質保証と対策 

鉄筋かぶりの検査とフィードバック 

打音測定、赤外線画像、超音波トモグラフィー、 

背面水圧コア削孔 

 

■ 特 長 

1. 耐久性能を保証する構造物築造フロー 

2. リアルタイムで打設状況を把握し、表示・警告します。打設時間と打設箇所の把握による打重ねの管理、

締固めの管理、コンクリートのフレッシュ性状の管理を行ないます。（コンクリート打設支援システム） 

3. 鉄筋かぶりの測定結果から、全ての鉄筋のかぶりを統計的に推定し、次施工にフィードバックします。 

4. 非破壊検査により、品質の保証を行ないます。 

超音波トモグラフィー
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打音システム 



■ 適用例 

新設コンクリート構造物の品質保証技術

 (1) コンクリート打設支援システムの適用による品質保証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 非破壊検査による品質保証 （赤外線サーモグラフィーによる空洞調査） 

赤外線画像に高温部が見られる。打音検査により空洞確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 背面水圧下でのコア削孔による塩害調査 

 

 

 

 

 

 

■ 実 績 

・打設支援システム （加須市農業集落排水工事 汚水処理施設、 近畿中部防衛局 祝園貯蔵庫新設工事）  

・非破壊検査による品質保証 （高速道路床版、地覆部、橋脚、 トンネル覆工コンクリート、配水地 等） 

・背面水圧化でのコア削孔 （横浜市営地下鉄高島町駅部 等） 

■ 関連資料 

日本工業出版「検査技術」，No.8, 2002 

土木学会第62回年次学術講演会概要集 2007 

建設の施工企画 「特集 維持管理・延命」 ‘07.10 

                お問い合わせ先(土木本部)      〒545-8555 大阪市阿倍野区松崎町2-2-2

                http://www.okumuragumi.co.jp    TEL. 06-6625-3893  FAX.06-6625-3901 

 

  

打設情報:打設速度

     打設量 荷卸し完了 

アジテータ車運行表 

打重ね時間管理図(２層目打設開始) 

走行中 
荷卸し中 

2 1 

4

3

5 6 

7 8 9

1011 12 

1514 13 

1617 18 

運搬・打込み時間の判定 

打込み開始･終了時刻

の入力状況 

ICカード

運搬・打込み状況のPC表示画面

ICカードによるコンクリートの受入

コンクリートの打重ね管理 

System  of Qual i ty Assurance  
of New  Concrete Structu res

 新設コ ンク リ ート 品質保証システム

高温部 

＜ 調 査 前 ＞ ＜調査・補修後＞

赤外線画像による 
コンクリート表面の温度分布 
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設計鉄筋位置70m 躯体、連壁境界1300mm

← 構築内面 地山 →

塩化物イオン濃度分布 
背面水圧コア削孔状況


